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と　
　

き　

　

平　

日　

午
後
7
時
ま
で

　

土
・
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

開
庁
窓
口　

本
庁
の
市
民
課
、
保
険

年
金
課
、
子
育
て
支
援
課
、
納
税

課
、
教
育
総
務
課

対
象
業
務　

〔
市
民
課
〕
問
（
内
線
258
・
260
・
261
）

・
住
民
異
動
届
の
受
付

・
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付
、

印
鑑
登
録
の
受
付

※
税
証
明
書
は
、
取
り
扱
え
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
公
的
個

人
認
証
に
関
す
る
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
本
人
、
世
帯
員
以
外
の
代
理
の
方

が
住
所
異
動
や
世
帯
主
変
更
の
届

け
出
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
人
（
窓
口
に
来
ら

れ
る
方
）
の
本
人
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
身
分
証
明
書
な
ど

を
持
参
願
い
ま
す
。
本
人
確
認
が

で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

届
け
出
後
、
郵
便
で
届
出
内
容
の

確
認
を
行
い
ま
す
。

〔
保
険
年
金
課
〕
問
（
内
線
277
）

・
国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失

届
・
マ
ル
学
、
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

・
乳
幼
児
医
療
助
成
受
給
者
証
の
交

付
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付

・
国
民
年
金
転
入
・
転
出
届

〔
子
育
て
支
援
課
〕
問
（
内
線
424
）

・
児
童
手
当
・（
特
別
）
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
相
談
受
付

〔
納
税
課
〕
問
（
内
線
586
）

・
納
税
・
納
税
相
談

〔
教
育
総
務
課
〕
問
（
内
線
333
）

・
新
入
学
、
学
区
外
通
学
な
ど
の
相

談
受
付

※
他
市
町
村
・
他
機
関
に
確
認
の
必

要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
手
続
き
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

転
出
す
る
方

　

転
出
前
の
学
校
で
発
行
さ
れ
た
在

学
証
明
書
な
ど
関
係
書
類
を
、
転
出

先
の
小
・
中
学
校
、
ま
た
は
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
方

　

市
民
課
な
ど
で
転
入
手
続
き
を
す

る
際
、
在
学
証
明
書
を
提
示
す
る
と
、

新
し
い
学
校
へ
の
入
学
通
知
書
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
新
１
年
生

（
入
学
式
前
）
は
教
育
委
員
会
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
教
育
総

務
課
ま
た
は
各
事
務
所
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

手
続
き
・
問

教
育
総
務
課　
（
内
線
333
）

河
北
事
務
所　

☎
62
‐
３
５
１
１

雄
勝
事
務
所　

☎
57
‐
３
６
８
１

河
南
事
務
所　

☎
72
‐
２
０
９
２

桃
生
事
務
所　

☎
76
‐
４
５
３
５

北
上
事
務
所　

☎
67
‐
２
７
１
２

牡
鹿
事
務
所　

☎
45
‐
２
２
４
６

転
出
す
る
方

　

水
道
企
業
団
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
お
手
元
に
「
水
道
使

用
水
量
等
通
知
書
（
検
針
票
）」
を

ご
用
意
願
い
ま
す
。
な
お
、
下
水
道

を
使
用
し
て
い
た
方
は
、
水
道
企
業

団
に
連
絡
後
、
市
下
水
道
管
理
課
に

も
お
電
話
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
方

　

給
水
申
込
用
は
が
き
（
ポ
ス
ト
・

玄
関
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
）
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
引
っ
越
し

の
5
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料
は
、
水
道
企
業
団
で
合
算
請
求
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
日
・
祝
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
・
問

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
営
業
課

（
石
巻
・
河
南
地
区
）☎
95
‐
６
７
１
１

北
部
地
区
管
理
事
務
所（
河
北・桃
生・

雄
勝
・
北
上
地
区
）☎
62
‐
２
１
１
５

牡
鹿
営
業
所（
牡
鹿
地
区
）☎
45
‐

２
１
１
７

下
水
道
管
理
課（
内
線
379
）・
各
総
合

支
所
産
業
建
設
課
（
河
北
総
合
支
所

は
建
設
課
）

　

ご
み
集
積
所
に
出
せ
る
ご
み
は
、

一
般
家
庭
の
日
常
生
活
か
ら
出
た
も

の
が
対
象
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
庭
木
の
刈
り
込
み
や

清
掃
お
よ
び
引
っ
越
し
な
ど
で
、
一

時
的
に
多
量
に
出
た
家
庭
ご
み
は
、

ご
み
集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん
。

　

多
量
の
ご
み
は
、
通
行
の
妨
げ
に

な
り
危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
効
率
を
著
し

く
悪
化
さ
せ
ま
す
。
有
料
に
な
り
ま

す
が
、
分
別
し
、
自
ら
ご
み
処
理
施

設
に
搬
入
す
る
か
、
収
集
運
搬
業
者

に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
処
理
方
法
お
よ
び
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
つ
い
て
は
、
直
接
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

廃
棄
物
対
策
課（
内
線
402
・
403
）

水
道
・
下
水
道
の

引
っ
越
し
手
続
き

転
出
・
転
入
さ
れ
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

一
時
多
量
ご
み

（
引
っ
越
し
ご
み
な
ど
）は

集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん

3
月
26
日
㈭
〜
4
月
3
日
㈮
３月28日㈯・
29日㈰も窓口
を開庁します

窓
口
を
延
長
し
ま
す
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「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
」
の

カ
ー
ド
有
効
期
限
が
3
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、

新
年
度
も
該
当
す
る
方
に
は
、
3
月

中
に
新
し
い
カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま
す
。

◎
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
と
は
？

　

こ
の
事
業
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
を
3
人
以
上
養
育
す
る
保
護
者
に

カ
ー
ド
を
交
付
し
、
事
業
の
協
賛
店

か
ら
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
中
の
家
庭
の
経

済
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
？

　

協
賛
店
に
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
商
品
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
（
10
％
〜
20
％
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
。（
割
引
適
用
除
外
品
も
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
の
際
は
協
賛
店
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
協
賛
店
の

店
頭
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
）

◎
新
規
の
カ
ー
ド
交
付
申
請
は
？

　

子
ど
も
3
人
以
上
を
養
育
し
て
い

る
方
で
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方

や
新
し
く
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
協
賛
店
募
集
中
! !

　

市
で
は
、
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事

業
の
協
賛
店
を
随
時
募
集
中
で
す
。

申
・
問　

子
育
て
支
援
課（
内
線
266
・

　

425
）･

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
が

更
新
さ
れ
ま
す▲ 子育て応援カード

▲ 協賛店　オリジナルシール

青少年健全育成団体による交流会を開催
　１月31日㈯・２月１日㈰、茨城県ひたちなか市で定期交流会が
行われました。今回は、石巻市から、子ども会や子育てなどの支
援活動に携わっている７団体、21人が参加し、ひたちなか市の子
育て支援団体「茨城遊びのサポーター」の事例発表の見学や、意
見交換会などを通して交流を深めました。

石巻市・ひたちなか市姉妹都市交流事業

　子ども達にかかわる仕事をしているので、
ひたちなか市の様子も知りたいと思い参加し
ました。
　見学した「ひたちなか子どもふれあい館」
は、市立保育所だった施設を民間団体が児童
館として運営しており、幼児から高校生まで
多くの利用者がありびっくりしました。
　子育てに悩んだり困ったりしている方が増
えているので、皆さんの力を借りながら相談
などに当たっていきたいと思います。

市民生委員児童委員協議会
主任児童委員

小 山 金 雄 さん
(伊原津二丁目)

　和渕小学校などで絵本の読み聞かせ
を行っており、今回親子３人で参加し
ました。
　ひたちなか市の読み聞かせの会の
方々が実演した「カーテンシアター」
は、長い布に手書きしたすばらしい絵
や、物語の内容に合わせて読み手を選
んでいるという配慮に感心しました。
　石巻市内にも、忙しい中、時間を作り
楽しみながらボランティア活動してい
る方々がたくさんいることを知り、私

もこのような生き方を目標にしてかかわっていきたいと思っています。

お話びっくり箱

村 上 嘉 澄 さん
(河南和渕)

問　市民活動推進課（内線545）

※事業の様子（写真）は、22ページの「カメラトピックス」に掲載していますので、ご覧ください。

問

定額給付金給付事業の
概要をお知らせします
定額給付金給付事業の
概要をお知らせします

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に

ご注意ください!!

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に

ご注意ください!!

　市では、2月より総務課内に「定額給付金
給付チーム」を設置し、給付の準備を進めて
います。
定額給付金の目的
・住民への生活支援　・地域の経済対策
給付対象者　
　基準日（平成21年２月１日）現在で、本市
に住民登録または、外国人登録（永住など）
されている方
申請・受給者
　給付対象者の属する世帯の世帯主（外国人
は各給付対象者）
給付金額　
　世帯員１人につき12,000円。
　ただし、次の世帯員は20,000円。
・18歳以下（平成２年２月２日から平成21年
２月１日までの間に出生した方）
・65歳以上（昭和19年２月２日以前に出生し
た方）
給付方法　口座振り込みで給付します。
※なお、詳しい手続き方法などは、決まり次
第お知らせします。

問　総務課（内線395）問


